
子ども達の前に氷を用意すると、手を伸ばし触って「つめたっ！」と

びっくりする子、氷をカップに入れて振って音を楽しむ子、触っている

うちに溶け「なくなったー！？」と不思議がる子など様々な姿が見られ

ました。見て、触れて、音を聞いて、氷の性質に親しむことが出来まし

た。

日々の生活や遊びの中で、発見や気づきに共感し、言葉での丁寧

な応答を通して子ども達の「やってみたい！」「楽しそう！」という気持

ちに繋げていけるようにしていきたいです。

りす組だより
「みて、ふれて、たのしいね」

とけちゃったなー

おててつめたいよー


